
ジャスコインタナショナル株式会社　会社案内
JASCO INTERNATIONAL CO., LTD. CORPORATE BROCHURE

1958 （昭和33年） 日本分光工業株式会社設立（現：日本分光株式会社）
1966 （昭和41年） 輸出販売業務の貿易課開設
1974 （昭和49年） 輸入機器の営業と技術部門が貿易部門と合併し海外事業部発足
1977 （昭和52年） 日本分光工業株式会社の海外事業部門を分離独立
  ジャスコインタナショナル株式会社設立（資本金1,000万円）
1979 （昭和54年） 大阪営業所を淀川区西中島に開設
1980 （昭和55年） 本社を八王子市千人町に移転
  増資（資本金1,500万円）
1990 （平成  2年） 大阪営業所を北区万歳町に移転
1995 （平成  7年） 第三事業部（輸入部門）を開設
1996 （平成  8年） 第二事業部（輸入部門）を八王子市明神町に移転
1998 （平成10年） 増資（資本金3,000万円）
1999 （平成11年） 増資（資本金6,000万円）
2000 （平成12年） 大阪サービスセンター（旧営業所）を北区梅田に移転
2001 （平成13年） 新規事業部（輸入部門）を八王子市明神町に開設
2005 （平成17年） 大阪サービスセンターを淀川区宮原に移転
  新規事業部を第三事業部に統合
2008 （平成20年） 第三事業部を第二事業部に統合
2012 （平成24年） 東京サービスセンターを千代田区猿楽町に開設
  大阪サービスセンターを中央区谷町に移転
2013 （平成25年） 本社を八王子市明神町に移転
2017 （平成29年） 東京サービスセンターを千代田区岩本町に移転
2019 （平成31年） 東京サービスセンターを八王子市明神町に移転



02   JASCO INTERNATIONAL CO., LTD.

科学の発展に必要不可欠な分析機器。21世紀を迎えた今日では、
テクノロジーの進歩と変革に伴い、世界の知性が探求する研究分野
は環境保全や生化学の発達など、未来を創造する幅広い領域に及
び、より新しい角度での数値分析が求められるようになりました。
分析機器に与えられた使命は、より正確であること…。
ジャスコインタナショナルは、世界各国の研究者や技術者のパート
ナーとして、世界標準の分析機器で応え続けたいと考えています。

未来を、創る。

最先端の研究に、
世界標準で応えます。

We aim to address the ever-changing needs of customer, by 
providing analytical instrument with the highest standards of 
accuracy, precision, sensitivity and reproducibility. 
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世界に広がるビジネス・ネットワーク

誠実な技術支援とアフターサービス

日本分光グループは、世界を舞台に関連会社の設立や代理店の設置などの事業展開を精力的に推進
しています。研究者や技術者をはじめ、多くの企業担当者によって、製品ニーズは着実に成果を
上げ、日本分光製品の輸出先は世界55ヵ国以上に及んでいます。ジャスコインタナショナルは、
日本分光グループのアジア・オセアニアを中心とした海外事業を担うとともに、海外分析機器
メーカー製品の輸入販売により、新時代に対応した貢献をめざしています。

JASCO Group develops its global business with the world-wide distribution network 
through the affiliated companies and distributors in more than 55 countries. The business 
of JASCO INTERNATIONAL is presently organized by two divisions. DIVISION 1 is 
responsible for the overseas marketing, sales and technical support of JASCO products 
mainly for Asia, Oceania and the CIS countries. DIVISION 2 sells the analytical 
instrument imported from the overseas manufacturers, and performs various user support 
accordingly.

ジャスコインタナショナルでは、分析機器・理化学機器の納品後も、万全なサポート体制を整えて
います。ご希望に応えて実施するオペレーショントレーニング、エンジニアスタッフによる環境設定、
また、測定トレーニングを行なって、分析時に生じた問題点や疑問点を当社の専任スタッフが共に
検討し、問題点の究明や解決に協力します。万一の際にも迅速に対応する保守契約も準備しており
ます。お客さまの安心と満足をさらに高めるため、これからも技術サービスのスタッフ育成に全力
を挙げてまいります。

We believe that when you purchase an instrument from JASCO INTERNATIONAL it's 
only the beginning of a long working relationship. In order to use the new system safely 
and efficiently, operator training is essential. We have hands-on training course in our 
laboratories. To ensure the performance of your instruments and minimize down-time, our 
staffs are well trained for to handle the routine maintenance and service work properly.
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第 一 事 業 部DIVISION 1

第一事業部は、日本分光製品のアジア・オセアニア及びCIS諸国を中心
とした地域における販売業務を担当し、日本分光グループの輸出業務を
担っています。光分析装置や分離分析装置に代表される日本分光の高度な
技術を、海外で活動する研究者や研究機関、企業などに提供しているほか、
製品の納入に伴う技術者の派遣や代理店の技術者を対象にしたサービス
トレーニングなどを開催し、サービス・システムの構築に取り組んでいます。

DIVISION 1 is responsible for overseas marketing, sales and customer support of 
the Spectroscopy and Chromatography products of JASCO Corporation mainly for 
Asia, Oceania and CIS countries. The aim of DIVISION 1 is to provide customer 
with the analytical instrument of the highest quality, which employs the optical and 
separation technologies pioneered by JASCO Corporation.

アジア、オセアニア及びCIS諸国の販売代理店を支援しながら、営業方針
やユーザサポートの展開について立案と実施にあたっています。

Sales and Support
As the base of business activities in its responsible territory, DIVISION 1 not only 
sells the JASCO Products through local distributors and business partners, but also 
provides the close support to the user in each country and area.

We believe that the good service support is essential for to assure the best quality 
of JASCO instrument. In addition to the factory-based training for the local 
distributor, our fully trained engineers also provide the on-line training / seminar, 
and the on-site service support to assist the field installation, service etc.

Dedicated Service

フーリエ変換赤外分光光度計
FT/IR-4X/6X/8X Series
Fourier Transform Infrared Spectrometer

日本初の赤外分光光度計の開発から
半世紀、新型FT/IR-4X/6X/8Xシリ
ーズは日本分光の最新技術を投入し、
高感度・安定性・操作性において
最高レベルを追求したFTIRです。

日本分光製品の海外営業展開
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大韓民国、台湾、香港、マカオ、モンゴル、インド、タイ、シンガポール、マレーシア、
インドネシア、ベトナム、フィリピン、パキスタン、バングラディシュ、スリランカ、
オーストラリア、ニュージーランド、ロシア及びCIS諸国等

主な輸出国・地 域

FTIR Spectrometer
FTIR Microscope
UV-Vis/NIR Spectrophotometer
Dissolution Tester
Raman Spectrometer
Spectrofluorometer

Circular Dichroism Spectrometer
Vibrational Circular Dichroism Spectrometer
Digital Polarimeter
HPLC System
Rapid/Ultra HPLC System
SFC/SFE System

主な輸出製品

日本分光株式会社：各種分析機器

円二色性分散計 J-1000 Series
Circular Dichroism Spectrometer

レーザーラマン分光光度計 NRS-5500/7500 
Laser Raman Spectrometer

高速液体クロマトグラフ LC-4000series
HPLC System

紫外可視分光光度計 V-700Series
UV-Vis/NIR Spectrophotometer
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第 二 事 業 部DIVISION 2

（アメリカ　サーモフィッシャーサイエンティフィック社）

当社は、前身である日本分光の海外事業部時代を含め、質量分析の分野を
中心に、40年を超える経験と実績を積み重ねてきました。加えて、電子
顕微鏡、卓上NMR、有機元素分析計、画像解析粒度分布計など様々な海外の
優れた製品についても信頼を積み重ね、これら製品の普及に努め、お客様に
安心してご利用いただける環境を実現しています。

We have more than 40 years experiences in organic / inorganic mass 
spectrometry. Customers are fully supported through our extensive support 
network by the well-trained engineers and application chemists, who have 
attended regularly various training conducted at the laboratory of instrument 
manufacturer. In addition to the fast response of our service engineer, the 
regular maintenance program also helps to keep the instrument in a good 
condition.

DIVISION 2 is responsible for the high-quality analytical instruments and 
scientific equipment imported from overseas manufacturers in marketing, 
sales and customer support.

We are constantly seeking to improve and expand our product line in order to 
offer the better support to user by satisfying the various demands of user 
accordingly.

Experience and Customer Satisfaction

第二事業部は、画像解析粒度分布計をはじめとする自社製品、また各種の理化
学分析機器の輸入販売および保守業務を行っています。海外の優れたメーカー
製品を通じて、世界標準の分析技術をお届けしています。

製品の技術と知識に関わるスキルアップを目的とした自社セミナーの開催やデ
モ用機器を利用したオペレーショントレーニング、メーカーにてトレーニングを受
講したエンジニアによる保守業務など、お客様に満足していただける万全のサー
ビス体制を整えています。

経験と実績が生む大きな“安心”

技術とサービスが生む確かな“満足”

洗 練された技 術で、
高 性 能・高 精 度を追 求。

卓上走査型電子顕微鏡

Phenom ParticleX Benchtop SEM

全自動粒子解析を叶える「粒子を測る」ための
システムです。Phenom ParticleXは粒子の
検出から、サイズ・形状計測、元素分析、
分類までを完全に自動化できます。



注入型画像解析粒度分布計 真空分散型画像解析粒度分布計 スキャナ型画像解析装置

気流分散型画像解析粒度分布計 自由落下型画像解析粒度分布計 乾湿両用画像解析粒度分布計
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電気炉
ドイツ Nabertherm社製

有機元素分析装置
イタリア EuroVector社製

XRFコアスキャナ
スウェーデン Cox Analytical Systems社製

促進耐候性試験機
イタリア CO.FO.ME.GRA社製

ISO準拠試験片製造用金型
オランダ Axxicon B.V.社製

表面電離型質量分析装置
イギリス Isotopx社製

質量分析計
アメリカ AB Sciex社製

卓上型核磁気共鳴装置
イギリス Oxford Instruments社製

自社製品

輸入製品

卓上走査型電子顕微鏡
アメリカ Thermo Fisher Scientific社製



会　　社　　概　　要

日本分光株式会社製品の輸出、その他国内メーカー製品の輸出、輸入科学計測機
器・分析機器等の国内販売、システム機器の製造販売

三菱UFJ銀行、みずほ銀行、りそな銀行、三井住友銀行、百十四銀行

○ 取締役会 ○ 代表取締役社長

○ 第一事業部

○ 第二事業部

○ 総務部

○ 輸出管理室

■ 名　　　　称

■ 設　　　　立 1977年9月1日

■ 資 本 金 60,000,000円

■ 事 業 内 容

■ 役 員 構 成

■ 組 織 図

■ 主要取引銀行

■ 沿　　　　革

　
　

［2023年02月01日現在］

ジャスコインタナショナル株式会社

CB02-(1) 202302 Printed in JAPAN

□  ： TEL: 042-643-3201 FAX: 042-660-8046

□ 第　二　事　業　部 ： TEL: 042-643-3201 FAX: 042-660-8046〒192-0046 東京都八王子市明神町1-11-10

〒192-0046 東京都八王子市明神町1-11-10

□ 第　一　事　業　部 ： TEL: 042-649-3247 FAX: 042-649-3518〒192-0046 東京都八王子市明神町1-11-10

□ 本　　　　　　　社 ： TEL: 042-649-1421（代） FAX: 042-649-1874〒192-0046 東京都八王子市明神町1-11-10 

東京サービスセンター

□ 大阪サービスセンター ： TEL: 06-6940-0351 FAX: 06-6940-0352〒540-0028 大阪府大阪市中央区常盤町2-2-10  ブランクレール谷町205

JASCO INTERNATIONAL CO., LTD. Web : www.jascoint.co.jp

○ 広報室

○ 代表取締役会長：中川弘幸
○ 代表取締役社長：邵　　平
○ 取　　締　　役：松崎敬子
○ 取　　締　　役：小勝負純
○ 監　　査　　役：鈴木　滋

1958 （昭和33年） 日本分光工業株式会社設立（現：日本分光株式会社）
1966 （昭和41年） 輸出販売業務の貿易課開設
1974 （昭和49年） 輸入機器の営業と技術部門が貿易部門と合併し海外事業部発足
1977 （昭和52年） 日本分光工業株式会社の海外事業部門を分離独立
  ジャスコインタナショナル株式会社設立（資本金1,000万円）
1979 （昭和54年） 大阪営業所を淀川区西中島に開設
1980 （昭和55年） 本社を八王子市千人町に移転
  増資（資本金1,500万円）
1990 （平成  2年） 大阪営業所を北区万歳町に移転
1995 （平成  7年） 第三事業部（輸入部門）を開設
1996 （平成  8年） 第二事業部（輸入部門）を八王子市明神町に移転
1998 （平成10年） 増資（資本金3,000万円）
1999 （平成11年） 増資（資本金6,000万円）
2000 （平成12年） 大阪サービスセンター（旧営業所）を北区梅田に移転
2001 （平成13年） 新規事業部（輸入部門）を八王子市明神町に開設
2005 （平成17年） 大阪サービスセンターを淀川区宮原に移転
  新規事業部を第三事業部に統合
2008 （平成20年） 第三事業部を第二事業部に統合
2012 （平成24年） 東京サービスセンターを千代田区猿楽町に開設
  大阪サービスセンターを中央区谷町に移転
2013 （平成25年） 本社を八王子市明神町に移転
2017 （平成29年） 東京サービスセンターを千代田区岩本町に移転
2019 （平成31年） 東京サービスセンターを八王子市明神町に移転
2022 （令和  4年） 大阪サービスセンターを中央区常盤町に移転




